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l明和7ifll月13日午前 9時 ヨリ 京都帝閣k感染友曾飴階 1－.講堂ニ テ問曾，＊曾者1:21札

-)¥ J itif ,;)i: ( J-Lテ自抄Jカーァツタ。向， 次回ノ開催地ハ大阪市， 次岡市番幹事 ハ大阪帝大岩永

外科教室ト決定シタ。（常務幹事京者｜：帝大外科教室）

]_ 」ヴ-f~カシフアー「J臨床的視察

（鉄！市）

」京都（帝大外科） Ir 111 行

'.?. しア二リシ寸色素Ji毒物接的主主＝外科臨床的考察 第1回報十年

京都（府大外科） fri DI 兆

色素ノ化lJl的治療情（直子系統的ニ研究シタ ノレハ υr.l》. Ehrlich 0911）テi、J,7防欠 トス。

共ノ後匝xo・1・1大戦ノ勃殻ニIi.:¥リl1，戦 ニ於 Jレ負傷ノ防府的底置ノ必長｜・．，色、ニソノ研究カ

ントナリ， Browning,Ritz, Sclilossb巴1・ger, hirstenau, Braum, Jlurkarrl, Dorn, Neufeld, 

爪 hi,2mann,Heulcllt, Fleming, I¥ゼ＿1・:;-;・::1・等カ事柄織4テ Aki・idin色素 ノ研究業績テ護表シ，

之ニ閥ス Jレ文献モ亦到底牧事ニ定無シ。

然Jレ－ .¥nilin色索ノ化早的療法ニ於クル感月j1賃値ニ開ス ）J,系統的考察ハ Akridin色素

／ソレー比 シ本企ジ己モナラズ。

Dr. 1¥:. Naratハ “Brillantgrcen”ニ就 テ該色素ハ優秀ナル防府的治療脅Ijナ；， 事テ Annal吟

of Sui片山， Dec,1931ニ於 テ力説セリ。 再教室ニ於テモ此ノ ：事寛子裏書 セル臨床的宮例モ

亦決シテ乏シカラズ。叉行事主主ノヘヤ月， nrrfFI雨氏モイl、tifテ .¥nilin色素ノ勝レタ ）J,防－腐）J

ι 枕テ.r・;.l曾蛇ニi誌｝：ニ於テ殻表セリ。 今回余ハ八nilin 色素ノ毒物伊r的·J<l:W~ テ 山系統的ニ

視察シ，延ヒテ ハとが化身；r的治療剤トシテノ 1賃値テ決定シ，共ノ r~id；床 1-: I惚H1ノ範囲テ肢

ムルノー助タラシメ ントノ希望ノトニ之 ニ着手シテ以来己ニ得 タJレ数例 ノ寅験成制lト之ー

劉ス Jレ卑見ト テj畠ペント敬ス。

( 1 ) 各種 Anilin色ぷノ毒性

余ノ：質験シタル範囲ニ於テハ M礼laじhitg1i.im ノ制量 ハ最モノj、ニ シテ， Kongorotノ倒景

ハ日モ大ナリ。帥チ夫々ノ ι）Jノ大4サノ l順位ニ之’すよノ色素子排列セ ハ，大 F虫flシ。

:¥falachitgrtin :;. .¥nilinblau > Kりおtalh・iolett> :¥letliyl、iolett＞’l'r_rpatl；いin （~Jlf\0 > 

G"11lianavinlett .> Fuchsin > Brillantgri.in > K同九rlviolett> Rivanol （制｝！の ＞ '.¥'cutralrot 

> '.¥I日tlidenl>lau> Toluidinblau ::> Eo;i11シ＼Iercurochrom> Trypanblau > Kon買01・ot
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(2) Anilin色素ト Akridin色素トノ深遠力ノ比較

余ノ寛験成績ヨリ推定スレパ， 0.3%以上ノ涯度ニ於テハ.＼kt・iclin 色素ノ方ガ一般ニ深

遠力ニ開シ， Anii in色素ヨリ勝レルモ， 0.3%以下ニ於テハコノ｜閉係ハJE一反針ナリ。

( 3 ) Rosel-Goldschmidt氏法ニヨル局部皮膚壊境作用ニ閥スル動物質験

！支時局部壊債作用位ニ刺戟作用ェ開シテハ A『1ilin色素／方aカ拘 Al《r'

大ナリ 向

(-!) ~－3 Anilin色素ノ化膿菌ι針スル殺菌1Jノ比較

Brillantgriin ノ Staphylococcusaureus ニ剣スル殺菌1Jハ余ノ寅験成績ニ徴ス Jレニ Try-

paAavin ノソレノ約10倍以上ナリ。

叉Metbylenblau ノ Staphylococcusaureusニ針スル殺菌）Jハ Trypaflavin ノソレト同

等以上ナリ。

Trypanl.Jl::m ノ試験動物ニ針スル毒性ノ、比較的小ナルモ， ~taphylnc.iccus aureus ニ針ス

ル殺一菌力モ亦小ニシテ， 0.2%以下ニ於テハ殆ド殺菌力テ表サズ。

( 5) 静脈内注射ニ閥ス Jレ動物寛験

余ハ各種色素ノ 0.05%溶液テパ lOccm宛隔日ニ家兎ノ静脈内ニ注射テ行ヒ，ソノ念’LI：中

毒症状ノ有無位ニ蓄積作用テ検 シ.Jl Kymograpbion テ用ヒテ之等色素ノ 0.1%誼ニ， 0. .5 

%溶液夫々 5.0ccm迄ノ静脈内注射ノ際ノ血匪曲線ニ於Jレ共ノ：影響テ槻察セリ。

3. Lヂアスターゼー＇J血管内注射Z因ル血清並＝尿Lアミラーゼ寸J消長＝就テ

大阪（帝大岩永外科） 奥村タJ三良r;
血清， E民Lア Eラーゼ寸／根源ニ開セ Jレ研究業績ノ、是迄多数設表セラレシモ一般ニ内外唾

柑腺殊ェ陣臓がソノ大部ーシテ－ff！）ハ他臓器，組織ヨリ成生，分泌サル、モノトシテ米ダ

定説ニ接セズ。外科的急性陣臓炎ノ｜際，中毒症Jij（ハ主トシテ」トリプシンー1, Lリバーゼ1ニ

IA＼ルモノトセラル。然Jレニ臨床的ニ血清及ピ尿rj-1ニ是等酵素ノ外」ア iラーゼ1テ謹明シ診

断ニ別ヒラル。故ーとノ場合 ｝ i:JI毒症欣ニLアEラーゼ寸ガ全ク開係ナシト言フテ得ズ，余

ハ是等ノ賭テ問明ニセントシテιア iラーゼ「 Ji急性増加ニ因Jレ蟹化テ槻察セントシテ寅験

テ施シ．向ソ／外健E英．人ニ於ナ ）L・血『＋1Lア iラ一ゼ寸カ

シテ槍化酵素 IJ戎 tj之’及排ii止ニ針シテ『I－＇~医／イ長ヂE セノL ニ非ス－ヤト／疑，義テ抱キ JI尚髄『1~ ニ於

ナJレ糖化酵系中幅／イU否テ研究セント企｜品，＇； jセリ 。

宵験カ－法ハ }L テ他出家兎ノ雌，：.!-10－.）： ~M色食後1%」タカヂアスターゼ . I ;j(消波1詫テ頭動，

静脈ェ注射シ，時間的ニ血清， 、以／澱粉消化試験テ施行七九 消化試験ハウオールグムト

氏ニ}lljリ，井上氏醇素所得彼テ！月ヒテ被験液テ常ニl》11=(JAヨリ｛工作ノ間ニ保持シ， 38つじ／

瞬卵器内ニ1時間消化セシメ冷却後沃度液ニテ夫々軍位テ測定セリ。結，if前トシテハ
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1・ L タカヂアスターゼ寸テ到重)J，静脈ニ注射ス Jレニ事~レモ血清しア i ラーゼ寸ハ一過性 J ！曾

加アルノ iニテ，血清Lアiラーゼ寸rf1植が脳髄内ニ於ケ Jレ千｛京テ承認スペキ成績テf＇.｝ズ0

l.. 血清L ア i ラーゼ「ハ血液トア ）~ 種ノ Lf'術航態テ保持シ，ソ／献陥テ僻臓及ピ他／臓怨，

組織ヨリ干tll'ff. シ，過剰酵素ハ l,J(if·＇ニ排れit シ常ニ血液ニ捗l ス ）~態度テ一定ニスノレ壬ノナル

官Iシ。

3. 助lll~L ア i ラーゼ寸ト尿しア t ラーゼ寸トノ！jt械的関係ハ必スシモ ’｜、~fi ス Jレモノニゴドス’。

4. 針！！H試験トシテ， 20%褐j硲糖液テ頚動，静脈ニ注射ス ルモ，叉Lタカヂアスターゼ「テ

股動脈，；弓：莱静脈内ニ注射スJレモ敦レモ血清Lアtラー ゼ1 ニ費化テ呈セス・。

ろ しタカヂアスターゼ「テ毎砥0.ろjじ静脈内ニ注射スレパ下痢テ＊タ シ，大部分ハ死亡ス。

G. L タカチアスターゼ寸注射後死亡セ ル家兎テ病~rn解去I］ス Jレニ，各臓~fl:殊ニ牌，肝，腎，

腺ニ充血及ピ硬審アJレテ記、ム。

7. しタカヂアスターゼ「 句庖0.5瓦テ静脈注射スレノ、， 5時間後，大部ノ、Lアチドージス1テ

Mス。

8. 家兎死fl.：＼トシテハ向不明ナレドモ，各臓器充血，硬塞~~ニLアチドー ジ ス1ガ開興ス Jレ

!W大ナ Jレ百Jシ。

-t. 急性腸管閉塞症J際二於ケJI-遁血糖J成立機轄ト其意義エツ4テ

京都（帝大発形外科） * 
る〈兎テ貫験動物トセ Jレ念性腸管閉若草症ニ於テハ．閉塞部位 ノ如何テ問ハス，必ス過血糖

テ招来スルコトハ既ニ周知ノ事質ナリ。然レドモ其成立機特ト共意義トニ開シテハ未ダ問

l閃ノ：域ニ逮セサソレガ如シ。余ハ此間ノ；事情判明カナラ シ d ントシテ以下ノ如キ貰験テ企ア

タリ。

1JI.：試動物ハ鴨車約2.0庇内外ノ健康ナ ル雄性家兎テ濯ピ，共十二指腸札頑直下部ニ翠純閉

塞テ施ンテ，術的及ピ術後ハ1時， 3時， 6時， Yえピ2-t時間後ニ椴静脈ヨリ採血シ，共血i1liニ

ツキテご、之主氏XiJr法ニヨリテ血糖テ〉と長 ヒリ。

1. ；；｛，；症ニ於テ肝臓ノ全射出叉ノ、共自II分的ー切除ガ血糖ノ ；移動JU~態ト共生存時間トニ如何ナ

Jレ密化 テ及ボスペキヤテ検ス Jレニ，全射/liニ於 テハ共直後ヨ リ寡血糖ニ陥リ テ．家兎ハ

短時間内ニ死亡ス。共3/.tラ切除ス Jレ時モ同十五ニi'r.Jf11糖ニ陥リ，共生イ長時間ノ、針）｛言動物｝

ニ比シ柏短縮ス。 1/2切除ニ於テハ過血糖ニ移行シテ共生千子時間ハ針j照動物ト時同時ナ

リn 1/.l切除ニ於テハ，同様ナ Jレ過血糖ニ移行ス Jレモ共生イF時間ハ僅カニ短縮セリ 6

2. 本山ニ於テ，網：I)；く織内皮細胞系統テ刺戟ス Jレ n年ハ，血概ノ移動ハ割問動物ノ：夫 ト ~I告同

程度叉ハ共以 kニシテ，共生イ下時間ハ柏延長セリ 。，ζテ栓進スJレ時ニハ血糖ノ；移動ハ封

J!H寅験J：；ミヨリ拍車f~度ι シテ，共生存時間亦僅カニ1.v：市！（I ヒ リ。
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3. 十二指腸閉塞ト同時ニ綿輪謄管テ結紫シテ謄汁テ瞬置スル時ハ術後ノ過血糖ハ漸弐其

程度テ減ジテ，共生存時間ハ梓j著明ニ短縮セ Jレテ翻ル。

-t 十二指腸閉塞ト同時ニ輪陣管テ結主主シテ騨液テ眠置スル時モ，術後ノ過血糖ハ漸そ久’共

程度テ減ジ’来ルモ末期ニハ上昇シ，共生有一時間亦若明ニ短縮ス。

5. 十二指腸閉塞ト同時ユ外膿汁痩テ{t：）レ時ニへ血糖ハ漸次上昇シ共生イI’時間亦僅カー

延長スルテ認ム。然レドモJl-tl漂海ジメ雨側内臓前1j1経切断後ニ外謄汁痩・テ作レハ閉塞後モ

寡血糖テ封精シテ，共生存時間ハ約 113ユ短縮スルテ翻Jレ。

G. 十二指腸閉本ト同時ニ片側副腎テ易IJ/Hスル場合ニ於テモ，術後ノ過血糖ハ漸扶：寡血糖

ニ陥リテ死亡ス 3 共生存時間ハ梢著明ニ短縮セルラ見J｝，。

7目 十二指腸閉塞ト同時ニ雨側MIJ腎テ別II＼ス JL-時ニモ，術後ノ過血糖ハ漸次寡血糖ニ陥リ

テ共生存時間亦約 1/3ニ短縮ス。

8. 1象メ雨側内臓~i~l粧テ切除シタル後十二指腸閉本テ施ス時へ最初ヨリ著明ナル寡血糖

ニ陥リテ，動物ノ生存時間ハ約 113ニ短縮ス。

9. 十三指腸閉塞ト同時ニ雨側迷走制1経テ横隔膜下ニ於テ切断ス Jレ時ハ，術後ノ過血糖ハ

1時共程度テ減少ス Jレモ，未明ι ハ再ピ-1：昇スノレカヨ七生存時間ハ著明ニ短縮セリ。

以上ノ成績ニヨリ本症（同一部位閉塞ニテ）ニ於テハ一般ニ過血糖ノ高度ナル程共生存時

聞が長ク，軽度ナ Jレ程之テ短縮シ，法ンデ寡血糖ノ j状態ニ至レパ，共生存時間ハ著シク短

縮セラ JレJレテ翻Jレ。以テ本症ノ際ニ於T，過血糖成立ノ如何ニ緊要ナル生命保持ニ向ツテ

／防衛機ナルカテ推スルエ足Jレベシ。然ラパ過血糖ノサ口イ11Jナル機持テ粧テ成立ス Jレヤテ吟

味ス Jレニ， j－三指腸閉塔ト同時h 閉塞上部胃腸管テ全部切除スル時ハ，術後ノ過血糖ハ

j島崎シア死亡ス Jレニ至Jレテ常トス Jレガ， ｛＇iシ間半部以下ノ全小腸管テ射出スル時ニノ、， 1iltj

後ノ過血糖ハ一時共程度テ崎少ス Jレモ再ピ l::fl・ シテ末期ニ至ルテ観Jレ。此事貰ニ依リテ過

血糖／成区lハ閉塞 k部腸管ニ在リト 1]・へ得ペキテ以テ，夏ニ共何レノ市j）位ニ在Jレカテ決定

スル鶴一，廻腸IU:Ji;'fi末期ノ動物ノ腸間膜静脈ノ血清叉ノ、共閉塞上部腸管内本テ取リテ．住~

康家兎ニ．商i者ハ耳静脈内ー， f表者ハ経口的ニ胃内ニ投興ス Jレニ，共ニ軽度ノ一過性ノ血

糖上昇テ認ム。夏ー叉十二指腸閉塞家兎ニ於テ，閉塞ト同時ニ， J七k部胃腸管ニ気惜叉ハ

液轄テ匙入ス Jレコトニ依リテ之テ膨i荷七シムル時ニハ著llfjナル血糖ノ上昇テ認ム。然レド

モl:f.I：ノ 3-1{-ノ場合ニ7象ジメ雨fHIJ内臓，11111粧テ切断シ置ク時ハ苛11,I]ナJレ過血糖ハ招来セス‘。

以 I：ニ依リテ本症ノ際ニ於ナル過血糖ノ 1&:i't:機体ハ，同一l去J－－.~1）腸管内容／酪酵分解ニ［A;\

Jレ毒物； r汲牧ト J~内本ノ帯債ニ凶ス Jレ！山作ノ膨i前トガ，共ニ内臓州l経テ経テ反射的ニ過血

糖テ成立セシムルモノニシテ，個鴨ノ必要ナル防衛機能ノ 1ナリト思惟セラ Jレ。従ツテ本；

i(r：ノ治療ニ際シテl!rJ：塞←l:tri）腸管内千五ノ排除ニ努メルト同時ニ過血糖テ助長七シム JL-方策テ
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誹ジJレコトモ亦必袈ナ Jレ底置ノ 1ツナ ルペシト信ズ。

遁加 j、阪三羽粂守主

2霊験的」イレウス， ／際，同時二股汁獲ヲ備ヘタノレ動物／生存日g;xヵ・幾分延長サル、傾向アルハ余等

モ！津テコレヲ言忍メテ報告セリ。

モたエ身偲諸臓器／中，肝臓 並ユ腎臓等ノ糖含有量（しグリコゲーン1及単械）ノ、Lイレウス1動物＝於

テ短時間内ユ著ク減j)スノレヲ説明セリ，ヨ レガ血糠トノ関係ハ今逮力＝決定シガタ シト難，其相互間

ーノ、恐ラタ街路ゾル関係アルベシ。

5. 諸疾患ユ珍ケル腹水J」ヒスタミシ 1.：，就テ

!-:fli.'li'i"大計氷外科） 演 光 ごL、
!II 

従来／しヒスタ iン寸定量1i針ニ従ヒ ， Hrri時｛ザタ JI,約30例ノ腹水中ノ L ヒスタ iン寸量テ

屯量比較セリ。

寅験結果ニ依リ Lヒスタ Eン「代謝 トii'li己管 l、ハ術接ナル開係アルコトヲ謹明シ，殊ニ幽

l"j癌， 直腸楕，急性叫間取＇！；：ノ如キ消化管エ狭容叉ノ、閉不ア Jレ場合ニLヒスタ iン「量ノ I曾

加テ示セリ，向肝臓疾患ノアル場合ニモ亦しヒスタ iン1量 ノ増量セ Jレハ解毒器官タ JI.肝臓

／；機能｜埠碍ノ震血液叉ノ、腹水rfIニ.t.量謹明セラ jし、壬 ／ナ リ。

ら． Lオフソzシ「検査＝際シ血波型考慮ノ重要性三就テ

J／都（府 ）（I/ト科） 木口 直

ラfト.！J：毛争Ill柑子管法ニヨルし才 プソ ーン寸指数ハ従来， ソノ 債不安定ナリト 丘ハレソ／

主ナ JI,理 rt1トシテ， (1）技術ニ熟練テ要スルコト. (2）個人的ニL才プソー ン「能力ニ大差ア

ルコト，（3）菌液ノ護度及毒性九日ーテア グ ラルモ，演者ハ．菌ニ開シテハ粘桐性テ帯ブJレ菌

株テ使月jスルコトノ不可テノベ，体1.-I昔重要ナ ）I.理由トシテ，血液型汚慮，自flチ血球凝

集反感｜場性ナノレ場合ニハソノ喰菌現匁ノ著シク低下サ Jレル事テ蓮ペタ リ。印チ患者血清ノ

（）型ナ Jレ際 A,B,AB型ノイ1!Jレテ白血球液トシ テ使 用 λ Jレモ凝集反≫1!¥陽性エシ テソ ノ喰菌能

力ノ著シク低下セラル Jレ事貫テ貫験的ニ敢＇［：テアグテ謹明シ『白血球液ト シテ使用スベキ

モノノ、. j忠、目者＇.i舵ニ針J!'.

キコト』テ埋II品七リ n 而j，所謂し才プソ ニ ン「能力／個人差ナルモノノ、血液型考！，／！！：：ニヨリ着：

シ ク減ぜラ ルルトナシ， こ~及ク イリ アムス氏ノ ：数字ニ主；J・シ演者ノ得タ Jレ教テ示セ ＇） 。

向，貫騎動物ニ於テモ同様凝集反感テ考慮セサソレペカラ ス‘ トナセリ n （人及家兎血液塗抹標

本ノ顛微鏡潟]h2~供覧）

7. 化膿菌J血液感染Z閥スル血清化畢的研究補遺 7象報

た阪（弘志野病院外科及研究室） 抗 野 就 ¥I可

著者ハ外科的化膿性疾患、ノ it；療 ニ際シテ患者ノ防衛力ガ岐弱シ テ敗血症乃五膿毒症ニ移

行スル ノ 事 貰 へ 幾多免疫I的ニ研究閑日月セラレタ Jレ基礎ノ外ニ，夏ニ他ニモ亦検索ス Jレ
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I 1f法ナキヤニ疑義テ抱キ本研究ニ着r－セルモノナリ n

先ヅ売疫型的ニハfr：常ノ抗韓ノ 2-3ニ就テ黄色葡萄欣球1£>1テ家兎ニ感染セシ j 且ツ叉種

々／外科的操作ニ際シテ共ノ態度テ検シテ一定ノ成績テ得タレハ大阪欝事新誌（昭和6年12

月続）ニ抄録セリ。而シテ本研究ハ之テ基礎トシテ黄色葡萄航球菌，大腸菌，連鎖欣球菌

ノ一定量テパ家兎ニ注射シテ血清残徐空素量，血清抗L トリプシン寸慣ノ測定テナセ Jレニ試

獣ノ臨床症J伏ノ軽重ト是守：ノ慣トハ比較的i川トa致スルテ認 j タリ。 Qp敗血症ニ於テハ膿

蛋白質崩壊中毒症テ惹起スノレモノナリト謂フペシ。

而シテます照トシテ行へ Jレタじr'f,j(60度ニ30分加熱殺菌セ Jレ）／注射ニ於テモ血清残徐窒素景

及ピ血清抗Lトリプシニ寸償ノ程度ノ増加テ記、メタリ。

遁加 大阪藤田ノj、 fj：郎

演者／封照賓験即チ加熱段菌ノ一定l止ヲ家兎＝静脈注射ヲナセノレ場合＝血清疫鈴窒素量及ピ血清抗

Lトリプシン寸量ノ増加セリトノ；事賓ハ， nJ］ユLワクチ＇／－，ガ生惚ニ封シ有害ナノレコトヲ詮明セリト云フ

モ過言ユアラズ。余モ全l年連鎖状球長jLコクチゲン吋ノ 1.0-10.0cc7家兎ユ静脈注射ヲ行ヒ演者ト同様

／測定ヲナセル「血病化泉的ュf可等影響すーシハ仰テしワクチンり、治療上将来除外シタキモノト主張

セント λ 。

8. 急性化脂性疾患＝扱ケル一時性糖尿＝就テ

（鉄席）

大阪白壁武捌

9. 緑膿菌感染z劃スJI-紫外線療法 大阪（外科三羽病院） 末 肢 茂逸

線膿菌ガ一度創傷ニ感染センカ忽チニシテソノ分泌物 ，）（； IJI：~｝ 激増テぅk タシ．創f主治癒ノ

機博子抑制シ， E該菌ハ侍染力強大，抵抗力ll王盛ニシテソ／撲滅甚ダ困難ナリ。

問ツテ余ハソノ撲滅ニ余ノ病院ニテ長ク探リ；！（タレJレ紫外線療法テ唱道ス。

削チ創傷清拭乾燥後距離40糎乃分乃五10分間紫外線ノ照射テ行ヒ，深音11感染テ起セル時

ハ耳鏡様ノモ／ニテソノ；到達テ昨賓ナラシム。而翌日コレテ観察スレパ前日ノ比ニ非ザJレ

程しガーゼ寸ノ着色ナク且創傷酎ノ清涼ナルテ見ルベシ。斯クシテ撤回反覆！！H射スル事ニヨ

リ完？でニ続膿菌テ撲滅スル事テ件コ

貰験的ニ中・lti：ソ！；天培養wニ千11'（エタ Jレ紘膿菌／紫外線j照射ニヨ I／主型的ニ撲滅セラ jレJレ事

テ謹明シ，ソノ：馬民子供問ス。

迫加 大阪藤田 1J、五郎

線般国i感染創約100例ノ臨床的観察ヲナセルニ，航ニ急性炎症々状ノ消極セル場合多ク，此事貨ノ、本

商ガ葡萄状球菌／俊育ユ野シ拾抗的ニ作用 U レト云 7「トノ、主常ト考フコ其治療上，施療病院ノ虫日夕

多数ノ患者7治療セル場合ハ皐ニ車I］面 71日1凶20分－30分空中＝放置セルノミニテ本iiノ消失セルコ

トヲ認メ，以テ演者ガ紫外線7放射シテ者効アルト云 7コトハ賃ニボ常ノ蕗註ト迫力日ス。

10. 少クトモ4年間以上大腿筋肉内＝残留サレタルしゴム寸排膿管Jl例

人阪荻野？な八
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（鉄席）

11. レシトゲシ畢的解剖生理 京都 v.~1' 1r~i 大雅

和、共ガ車生時代ニJ宍ピ 7 シタ解剖l生.m~ハ屍樫叉ノ、動物質験ニ {i｛ ツテ研究サレタ Jレモノヲ

殆ンド基礎ト致シテ居リ 7 シタ jl1919f~ Toldt, .¥natomischer Atlas第 1！，岱・.］（~ ニ第 2 '{Eニ

Robert Kienbiick 教授カづ.~fiJtd松山付制改サレテ居Jレノテ拝見致シマシテ JI年長~必ズ解者Jj生~II!.

モレントゲン検索ニ依リ，タ ノニ生惜ノ 検索モ行ハレJレカラ必スヤ隔世的進歩テぅkスナラ

ント存yテl,1.；リ？シタ。

然Jレニ不闘モ島沖レントグン技術耕作所開設後解；＇＇；＼］生理テ搭任ス Jレニ常ツテと~？二三

皐・的ニ開係アルモノデ邦人材料テ主トセ Jレモノテ渉1鼠致シ 7 シタノニ？ャ時ンド全器管ノ

研究設サレタリト巾トグテモ過·~；－デ無イト｛イージ？ス。就キ？シテハ本日何ノ位ニ研究ガ行

j皮ツテ居ノレカテ簡輩ニ研究題目ーヨツテ巾上iiイト ｛｛ン7 ス。

l'..l. 零月花J間歌的偏宣二ヨリテ摂生スJI-海狸骨J組織的型化三就テ

大阪（帝大器永外科） inf 野 宗 喜

パ、ロ一Ll.:性骨愛化自n1曾殖t.IU胞カ

ニ背．質部ニしへ 7 トキシリ ン 可ニヨ リ 濃染ス Jレ線テ ｝.；~ ス。 同時ニ該骨膜ハ厚度71曾シ，長サ

ヨリモ幅テ著 シクI件加セJレ一旬・像テf＇.｝，之ハ一定日数ノ偏食テ反覆スルニヨリ背・端部ニ於

ナJレ骨点！？生機能ガ主主lリjニfl[l止セ ラレ，’斤設育ガ著Ufjニ低 下シ＊）レ，之ハ軟骨細胞ノ護育不

全ニII¥¥）レモノナル可シ。然Jレニ尚質自f）ハ一定日数ノ偏食ニヨリテ外骨膜争Ill胞ガ先ツ培殖シ

ー大デ汚：；食ニ蹄 ス ）~鵠ソノ .t\;i殖車Ill胞が直チニ ·rJ’I曾荊テ替ム $111胞ニ鐙ジ政ニ新’Ul· テ 1'1" Jレニ宝IJ

Jv, －大 デ同日（／偏食テ反櫨スル j，~. ·IJ·#;;i'fl~ モ ’カ：シク結 ld110日間 I '.H月化ノ 1偏食 l、1常食

トテ1LクーJレ「ト シテ背・質ii¥＼ノ幅広嶋加テ米 タスモ ノナノレ百Iシ。

1ス 骨折J観血的療法トシテJ内軸法 京都（帝大外科） I: 

l’ Ill 久一I:

，自

カe，最近・ifrノ争ノ、2ろ従 ／兇干．ノ左f!1Jl前Rl￥ドl可骨，目・+ri・患｛＇；・ニ於テ迎:¥l!r'1'.p劫！Hテ4文メタ 1例ニi盟池

シタカ ラ，ζ テ報告ス（と之土之と｛~覧似h究）。コ I 1t;~ Bolz巴11 トシテ，’自・膜ナ キ腔自・骨片テ

'I=. I .，，.、 構骨髄腔ニ，同 ジク骨膜ナ キ煮沸シタ骨片 テ ）~’自髄肱エ使 }'Jj シ タ。

内；r.dn法ノ短所トシテ考へラレJレモノニハ純々アリテ， jfil'.r Jvコト ノ「H＊ナイ ’自・髄陣磁，

f芯ツテ骨折部位ノ髄性自flチ enclostal / !1'1’n・形成ガ悪イコト， Bolzen ガーカーノ・ri・髄肱ニj

L人リ過ギテ他方カポィ、！己ーナツタリ ．叉 Bolzen カ位以’山ニ髄院ニ入 ツテ ヰナ うレパ共同

「l句テ建スル コト ガH'1＊ヌコト、ナリ技術ノ J：ニ相芭；閤干II:テ！;f;ス勺レコ ＼・ J 長’間・ノ 横性或ハ桜

僅カ／ 斜性’n’折ニノミ迫感サレテ適HJ範闘力政イコト可。

カクノ如ク内刺l法ハ共通NBエ於テ種々 I i!ilJ限ガ γJレ？ レドモ， ・n・ 
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exakte Reposition uncl Retention トfフ貼ニ於テハ最モ理想的方法デアリ， 治癒後援形テ

残サスコ叉骨イ吠損テ生ジテオレノJ之テ補者スル意味デ最モ良ク，自家骨片テ用フレパ異物

化膿ノ危険ガ少 f 等ノ長所テ有ス。ソレ故非槻血的ニモ翻血的ニモ骨折部位ノ完？で；'f;f＠.~ テ

轡ムハ困難ナリト Matti 氏等モ干~－ッテヰル所ノ陣位セル前脚雨骨折ニ於テ共埴磨ニヨツテ

ハ本法テ試 iテ然ルペシト JS'7 0 

殊ニ S叩 ialeBedingung ニヨツテ巴fl チ本：'t~ 仔ノ虫「l ク長 Wl ノ入院不可能ノ事情ニアル場合

ニ高ダ好都合ト考ーフ。向一般ニ Bolzen トシテハ生ノ自家骨片カ、昆モ良 fトセラレテヰ Jレ

ガ， 本例／結果ヨリ iレノら 煮沸シタ自家骨片テ使用シアモ，共｛隈骨形成， ／｛ナラスs

Knoch、：np]a-,tik トシテノ意味ニ於テ何等遜色ガナ fコトテ附言ス。

遁 加 京都（府大外科） 角 田 英

小，，ソ、本年4月整形外科事合エ於テ報告セル余ノと三三氏骨接合法ノ後法ナル論説ニ於テ，従来主主

施セラノレ、所ノ骨接合ユ闘スル諸it、ハ骨折ノ種々ナノレ時機及形態＝従ツテ適用ス可キモノナノし事ヲ論

ジタノしが，所謂内if!由法ニ関シテモ同様ノ見解ヲ有ス。印チ内軸法ハ其ノ巧＝之ヲ際用スレパ好結果ヲ

牧メ得ペク，之ヲ使用＝櫨へズトシテ批難スルガ虫日キハ安常ナラザノレノ、勿論ナルモ，其／適用ノ如何

=-＂リテノ、時ニ俄閥節ノ女 flキ好7 シカラヌ %Ii呆ヲ招来スノレガJmキ事：モ無キ ＝－ ~，， ズト信ズ。

追加 神戸鈴木，，：次

従来報告セラレタル骨折療法ノ、杭，メテ多ク其等各ノ、，何レモ長所短所アルベキモ，之ヲ身骨豊各部／

種々ナノレ骨折型＝最モ遁態スノレ如：7Jt(拾撰捧シテ頁成績ヲ拳グルガ治療法ノ；理想、トス Jレ所ナノレベシト

テ，演者ノ例ノ女日夕前.jl)｝.爾骨／様骨折＝守強ク躍 セJレ［鎌葎例＝－ 4.:?tヲ貸施シ頁果ヲ毒事ゲタ JレI例 7

追加セリ。

14. 走高跳z因JI-腔骨凸起骨析J2例

（鉄席）

15. 副青柱膿場（Paravert巴bra1erλ｜雨明、1二就テ

大阪富永 貢ー

京都（帝大整形外科） 横 山 智 雄

我々ハ， ）Jj) 々結核·l~I；脊椎炎／レ線像rr~ ニ Mil脊柱膿蕩ノ陰影テ認ムルコトアリ，サレド．

., I陰影カ、常ニ流注膿蕩ト identisch ノモノナリヤ否ヤハ大イニ疑問トスル所ナリ。

他方，我々ハ既ニBrli臓癌腫ノレ線像ニ於テ特有ナ jレl副形ノ陰影ノ IH現ス Jレテ知悉シ居レ

リ，癌腫組織自身ノ iが此ノ如キ l¥;i]J伝テナシティ｛－ (1：スルトハ誰シモ考へ得ラレサソレ事ニシ

テ，此／.揚合該痛臆ヨリ周園組t倣ニ波及セル浮腫性慶化ガ主総ノ陰影構成ニ参興シ居ルモ

ノト考フレノら w易ニ毎年i）とシ得ラル。

最近我教室ニ於 7｛？劃〔ノ結般七i：脊椎炎ノ患者ニ惟髄切除術子試 i居レリ， ソノ某例ニ於

テ術前ノレ,f~~像ニ高lj脊佐l眼蕩ト信ジ件パ、キ l閃瞭ナノレ陰影テ行タ Jレニモ係ラス＼手術ノ際膿

場ノ片影ダニモ認メ得ザリシモノニ遭遇セリ。
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余ハコノ現象モ亦白IH主ノ肺臓塙ノ揚合ト同日；ニ考へタ ，，, gpチ．権忠雄櫨ヨリ波及セル

炎性浮腫ガ一見流注股寝テ忠ハシム ルヵー如キと線像テ興ヘタルモノニ シテ手術ニヨリ Yノ

所見テ貫際ニ槻察シ得タ Jレハ甚グ興味深キ事ナリト信ジ報告ニ及プ次第ナリ。

J6. 慶応ナル下顎骨切除J1例 京都迫間忠；長

32歳ノ女子ノ下顎骨内腫ノ手術後適用セ Jレ，印時閉鎖トシテ探附セ Jレシユレーデル氏黒

Lプム ·~~Lプロテーゼ1装填後ノ好成忠良ニ就 t テ蓮ペタリ。

印本例ハ下顎’月・テ右方.2/3以上ノ切除後エ補緩セ Jレモノナルモ通常義歯テ装用シテ現今

デハ礁下ハ勿論PJlP爵及曾話ニモ支障テ?4ミス事ナ fトテ， J!l'i(牧ノ局員テ供覧セリ。

17. 先天性頬崎形Jl例

f原稿未着）

18. 肺結按J補助療法トシテ義布斯琳J債値

京都（帝大外科） 百 足 英美

大阪（外科三物病院）
二 羽粂義
山本貞良

余等ハ多数ノ肺結縁患者テ調1-tシタル底， ソノ大多数エ於テ脊H：ニゴド生現的脅曲アルテ

認メタリ。

又一般エ鴨表商ノ血流ガri豊｜立ニヨリテ泌也~ セラ Jレ、ト想ハ Jレ、 :2, 3ノ：事寛テ目撃シ，臨

休上無害ナJレ義布j捌木ノ如キ モノテ使用シ テ，左右相創的ノ i躍位テト ラシムJレコ トガ決シ

テ無意義ナラサ：）レペシト考へ，之テ多数ノ肺結核患者ニ泊用シ，今日？デ5ドナ年以上ニ渉

リテソノ経過テ観察シタリ。

此ノ目的ニ向ヒ先ツ－~u11J祈林 f'1 ° 『出ニ常リ特ニ注意スペキ諸県}.j テ述べ，とガ循器系，並ニ

H干吸器系ニ針ス Jレ影響 ト． 長期ニi歩リ之テ使HJシタ Jレ場合，患者ノ惜！重，惜温，赤血球沈

11：；，速度，白血球数，及ピ白血球ノ各比本ニ及>l＇＂シタ ル結巣予報告 シテ，長布斯林カ’肺結核

ノー補助療法トシテ推奨ニ値ス Jレコトテ提唱シタリ。

19. 肺臓癌手術；台験，患者供覧附p局所麻酔＝ヨル平塵開胸術，及ヒ肺葉J部分的切除

杭 m ¥fli 古
京都（府）.；外科） 挫i :}I： 雅四郎

; i.i［者ハ』rli臓塙ノ：設生＇f・ミーヨ リ設キ起シテ現今 7 デニ於クル！』Ii臓Nii手術成功例ニツキテ）！....：

ソノ治験例ヵ五三々寅ニl出うだノ星ノ如キナルヲ明カー シタ Jレ後， iii［者’t：ノ／Jilil織痛治験例テ詳

述セリ。印チ59歳ノ ：男子ニ於テ－1!Hili上－il'.'.iニ誕生セ JレイJli.:i'1：性阿ii.隣府卒上皮栴ニ於 テ先グ本｛｜ミ

6月 :zo日試験的 l;JJ [i余テナシ診断fi'ili定ノ後， 1'.1lj/iJj~ ト シテ人工気胸テ施シ；i:1 キ イぷ｜てIi月 2.f 日局

所麻酔ニヨJレと｜〈陀開胸術ニヨリ テ該腫蕩テJ1＇；］聞ノ健康ill；トノ間ノ境界判明カエシ，該腫錨

テ胸腔外ニ持Bl シタノレ後， 該腫場ェ j主rR セ Jレ健康自111"1蹴IJ)J牒及ピ開Jj何ji~f ニヨ リ 生ジ タル提

離セル胸壁fj)J映トテ縫合シテ：主！？シク肋膜膝テ形成ス。腫場ノ j荷闇テヲじ＇，｝－ニ防護シッ、腫錫
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テ切除ス。切命後肉fl！~的ニ見得ル血管断端，及ピ気？？；牧町端ハ結紫ノ後，猶／H血セ Jレ！｝／）ノ、

焼灼止血ス。切取面ハ商ii虚ノ開胸術ニ際シテ鈍性ニ剥離セル右側大胸筋テ以テ被覆シ，猶

コノ切除商ニハLタンポン「テ挿入シタ Jレ後皮肉’縫合テ行ヒ手術テ終Jレ。術後直チニ新ニ生

ゼ Jレ肋膜腔ヨリ空気テl虫Ii＼スル事約1000姥ニシテ合ク手術テ終了ス。

術後／経過ハ直後2, 3日間ハ患側鎖骨上下符ニ気腫テオミシ柏重篤ナリシモ輸血ソノ他／

虚置ーヨリ漸弁”とかニ赴キ術後71日ノ本年9月:2A ji［£カノ嘩孔テ残シ退院セリ。該痕孔モ爾

後外＊ニ於テ柵帯交換テ行ヒ約4週間 Ji査でク閉鎖、セリ。下術後1-±行日テ経タル今日ニ歪lj）レ．．．．．． 
迄槻？，＂－テ髄ク日 Jレモ忠fl・ ノ一般J伏態iミ好ナ Jレテ J;）、テl抄クモイd'I；ニ於テ術後最モ長期l間 ι 亘

リ生存セシメ得タ Jレ肺臓栴易iJ/H例ト信治

摘演者ハ局所麻酔ニヨル卒座開胸fi!Lrノ長所ニ：；叱キテ JUltシ，従来ノ flfli臓癒射出例ノ没後

不良ナル！京!Al ノー’｜モテ.＇£身麻~I宇ニ蹄セシ _;I ') 0 叉術前人了.＇•X胸エヨル＇I'lf¥l_i開胸ニ立すス Jレ両Ii

所置及ピ術後ノ輸血ノ効~＇及ピ術前 ｝ Lパントホ・ン， スコホラ iン＇， Lパピナール，アト

円ピン勺注射ノ効県ニツキテ述べ，』~［受ニ肺佐切除法ニ言及シテ現今ノ：気管牧断端庭置法

ノ効県不確貰ナルニ鑑し一方胸壁ノ快損ガ！長汎ニ亘レJレ場合ニ就テili！者’宰ノ行へ Jレ，新

肋膜腔／形成，結紫，焼灼等／後筋肉テ以テ被覆ス Jレ方法テ推栴セリ。猫之ラ手術法ノ設

日月ニ常リテハスペテ闘衣子以テセリ。

遁加 京都 今 il！.：九右衛門

左側ノ肺田被告訴力隊＝進行セノレff}メ根治切除不能ナリシ症例（49歳男子）エ封シ開胸ヲ行ヒテ所々癒着

セシ骨豊壁肋膜ト肺トヲ剥離シ， F斤謂肺禁I］離術7施行シダ Jレユ，術前1lモ患者ヲ苦シメタル劇烈ナノレ胸

背痛，呼吸困難ハコノ肺葉I］離術ニヨリテ大イ＝ね減セラレ，且患者ハ其後牟年以上モ生存セシメ得タ

ル症例ヲ追加ス。

月市街／諸症状中最モ患者ヲ判：シマシムノレ胸背痛ガ肋間紳経，横隔膜紳経等ノ癌腹ニヨノレ癒着，周E迫

等／鴛メユ惹起サレ居yレ場合ニノ、理論上ヨリスルモコ／）姉剥離術ノ、有効ナル手術法ナリト考へラノレ。

印チ肺険癌／根治切除不能ナノし；場合＝テシ力モ患者ガ摩I］烈ナノレ胸背痛，呼吸困難ヲ訴へ居ル場合エハ

ni¥i最I］離術ヲ行へパアル場合＝ハ頁結果ヲ得ルモノニシテ z 宛カモ胃痛ノ場合根治切除不能ナJレ日寺ユノ、

胃腸l吻合術ガ施行サYレ、ト同様／意味ユ於テ肺癌ノ切1rr：ィ；能ノ場合ニノ、本法ノ、施行スベキ償値アルJi

法ナリト考7o

遁， カ日 京 者R 。鳥 i勾 隆

（原稿未着）

20. 肋膜ノ神経＝就テ 高 知
南 用 稿 積
小笠原康志

余等ハ特殊ノ鍍銀法テ考案シ，日、テ惜墜並ニ内臓肋膜ニ分布セ Jレ前J1粧ノ組織事的研究テ

行ヒ共ノ顕微鏡的所見ニ就テ演遁シHツ標本テ供覧セリ n

(21番ヨリ47蕎迄／演説抄録ハ衣続本欄＝掲載）
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議部教授御腸朝

磁部教授ノ、海外視察官長行テ終へ＇l象定ノ如ク11月17日無事跡事セ ラレタ リ。

大津助教授渡欧

京都帝国大事助教J安（外科〉大津匙tt~士ハ支部行在外研究fl ト シテ， ＊）し 3 月n 日前11戸

HI帆／！照岡丸ニテi皮敵サJレ、響。

－－ ~ ＇ -.- ,. ,... J 、九

某」~ 幸R

入 曾

久留米市九州1留撃裏門謬校外科感教室 大 (.'; ，フτj・、

中華民凶f山頭市博愛含聖書院 rn * 合 it, ‘ 

東京市芝区赤羽町芝詰寄生合病ft｛外科 一L一1－ Jll ~lfj 

大連市薩摩町大連＼＂~院外科 ｛噂 7じ '.l'.1{ 

成九際祇園村 鈴 木 h長，

キ専 居

京都市下京鼠新町通七i康上ル平野町iM 巷 JL~· 静 員R

三重県系志摩郡賢，＼°.＇； 京 ill 石 松

尾道市々立診療所 松 尾 i)J. 

函館市嬬川町29番地 寺~ 島 ，中b、 ヲミ

大連市楓町!l6 11-: 久 11・ 治

東京子持園大準監~部病玉里号教室 同 i:j.1 ，占、

東京骨子園大感聖霊祭部解音I]製教室 ド耳 m 孝

秋田豚鹿角郡毛島内耳事前協同病院出張所内 島 月宗

石川県長小松町 ｛手 靖 男

大阪市旭区今市町!l!l4 井 i,';( 止世

東京市外武磯野町西¥it3li:: 11" ~ft 進 司王

秋閏牒山本郡能代港町rlJ木監療利別組合 rn It lj3'j 計1・1

山口県長字都市岡fこ病院 11-

詑 弔

曾ti主笠堂君:1：・）レ昭和 7if-12月：10日御逝去ノ報ニ接九州中，諾ン テ弔シ泰Jレ。


